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１．精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（にも包括）とは

・平成29年2月の「これからの精神保健医療福祉のあり方に関す
る検討会」報告書では、「地域生活中心」という理念を基軸と
しながら、精神障がい者の一層の地域移行を進めるための地域
づくりを推進する観点から、精神障がい者が、地域の一員とし
て、安心して自分らしい暮らしができるよう、医療、障害福
祉・介護、社会参加、住まい、地域の助け合い、教育が包括的
に確保された「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」
の構築を目指すことを新たな理念として明確にした。
・令和3年の「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構
築に向けた検討会」報告書では精神障害にも対応した地域包括
ケアシステムの構築に向けた基本的な考え方、今後の方向性や
取り組みが整理され、市町村などの基礎自治体を基盤として進
める必要があるとされた。

▶にも包括に関連する国の方針



１．精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（にも包括）とは

・令和4年に令和5年以降の改正精神保健福祉法の概要が示された。
・その中で、令和6年度から「自治体の相談対象支援の見直し」
として「市町村等が実施する精神保健に関する相談支援について、
精神障害者のほか精神保健に課題を抱える者も対象となる」とな
ることとなった。
＜参考＞
精神障害者や精神保健に課題を抱える者への相談支援については、
政令市・保健所設置市以外の市町村においては、精神保健福祉法
上の「努力義務」となっており、法的には現時点で義務づけられ
てはいないものの、福祉・母子保健・介護等の分野と精神保健分
野の複合的な支援ニーズがみられる中で、「地域で安心して暮ら
せる精神保健医療福祉体制の実現に向けた検討会」等において、
市町村における実施の重要性が指摘されている。

▶市町村相談体制の整備



にも包括の対象者:精神障害の有無や程度に関わらず、すべての住民

現在は治療や支援
を受ける必要がな
い状態で、自ら日
常生活及び社会生
活を送ることがで
きる者

メンタル不調を有
するもの 精神疾患を有する者

(精神保健福祉法第5条）

精神障害者
⾧期にわたり日常生活または社会生
活に相当な制限を受ける者
（障害者基本法第2条）

福祉によるの対象者

精神医療の対象者

精神保健サービスの対象者
一次予防 二次予防（重症化予防） 三次予防

埼玉県立精神保健福祉センター（地域支援担当）提供資料 一部改変
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▶中核市の精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
（イメージ図）

「令和3年2月15日 第8回精神障
害にも対応した地域包括ケアシス
テムの構築に係る検討会 資料1 
自治体の精神保健」から抜粋
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２、岐阜市の相談支援体制（精神保健分野）について



▶岐阜市の「にも包括」構築に対する考え方

・岐阜市は中核市で保健所設置自治体であることから、精神保健福祉
法第47条の規定により、精神保健に関する相談支援業務を主体で実施
してきた。（⇔保健所非設置の市町村は、都道府県が主体で精神保
健に関する相談支援業務を実施。）
・そのため、相談支援を行う中で必要な関係機関と連携しながら対応
してきたことから、保健所非設置の他自治体と異なり、地域包括ケア
システムの概念はすでに持っている。
・岐阜市においては、これら関係機関とのネットワークを確認すると
ともに、その繋がりをより強固にすることで、「にも包括」の構築を
図る。
・各機関がどのようなことをしているのか、どんなことが出来るのか
を知ることで相談したり、協働したりすることに繋がる。

２、岐阜市の相談支援体制（精神保健分野）について
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